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Web配信による大学授業ネットワークと座談会
―実践者に向けた大学教育研究の成果公開―

溝　上　慎　一

本稿は、京都大学高等教育研究開発推進センター（以下「センター」、なお2003年３月末までは高等教育教授シ

ステム開発センター）が2002年度末より開始した「大学授業ネットワーク」事業と、2003年度後期からそれに補足

して開始した「大学授業ネットワーク・座談会」事業の目的と経緯を報告するものである。

1．「大学授業ネットワーク」構築の背景
本センターは、大学教育の研究開発を目的として1994年６月に設立され、これまでミクロレヴェルでの教育問題

（授業やカリキュラム、FD［ファカルティ・ディベロップメント］、学業、キャンパスライフなど）に焦点を当て

て研究をおこなってきた。研究の方向性も見定まらなかった設立当初に比べると、研究の方向性はさることながら、

研究成果の蓄積も相当なものになってきている。

しかしそれら研究成果は、研究論文という形で公刊してきたため、教育実践に関わる教職員にとってはすぐ役立

つ類のものではなく、論文や資料を入手することさえ難しかったと聞かされることがある。こうして「大学授業ネ

ットワーク」は、蓄積したセンターの研究成果を教育実践の現場に還元すべく立ち上げられたと言える。

図１ 「大学授業ネットワーク」表紙
http://www.adm.kyoto-u.ac.jp/highedu/jkp/index.htm

2．「大学授業ネットワーク」の開設
以上のような背景をもって、本センターでは、センターがこれまで関わってきた京都大学の教員、他大学の特色

のある大学授業、実践をおこなっている教員に、2002年10月からwebページ作成を依頼しはじめた。そして、2003

年３月15日に、計18個の大学授業、FDのページをもってオープンした。それらは、「興味深い授業・新しい授業の

可能性」「教授法」「授業ツール」「授業デザイン・カリキュラム」「FD（ファカルティ・ディベロップメント）」の

下位項目にしたがってリンクがはられた（図２参照）。

動画は、高画質・ブロードバンド用（LAN/ADSL/CATV、ファイル形式はたとえば jugyo001-movie1）と、低画

質・ナローバンド用（ISDN、ファイル形式はたとえば jugyo001-movie1s）の２タイプを一般性の高い Quicktime

形式でおいた。
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3．「大学授業ネットワーク・座談会」への展開
当センターでは2002年度末に「大学授業ネットワーク」のシステムをオープンし、2003年度前半期までに、魅力

ある授業、研究として特筆すべき授業、FD実践など約20を動画や資料とともにweb版で提供した。

さて、興味深い授業やFD実践の報告をするというだけなら、近年学会やシンポジウムで報告されることも多く、

かつ、各大学のセンター年報、会報などで子細が記されていることが多い。いわゆる教育COEによる成果公表は、

この傾向に拍車をかけた。何もわれわれが労をとって情報を提供せずとも、それらでも十分すぎるのではないか、

と考えることも可能である。むしろ、全国でも数少ない大学授業やFDを研究するわれわれセンターの特徴を生か

すなら、ある授業やFD実践がどのような視点で価値ある、良いとされるのか、どういう場合には問題とされるの

か、ということを議論し、それをwebで提供した方がいいのではないかと考えられるようになった。

そこで、2003年度は下記の２つの座談会を実施し、それをwebで提供することとした。

a 平竹潤先生（京都大学化学研究所）による授業「きて・見て・さわって―有機化学が死ぬほど好き！―」

（巻末資料１参照）

s 小田伸午先生（京都大学人間・環境学研究科）の「トレーニング科学」（巻末資料２参照）

以上が、2002年度から2003年度にかけて構築した「大学授業ネットワーク」であり「大学授業ネットワーク・座

図２　「大学授業ネットワーク」目次



－118－

談会」の子細経過報告である。まだ端緒を開いたばかりのサービスであるが、今後は利用者の声も集めながら、

web内容の質の向上と改善に努めていきたい。

付記

本稿の一部は、2003年度大学教育学会第25回大会（2003年６月７日、大阪薬科大学）で発表された（溝上慎一・村上正行・杉

原真晃共同発表、『発表要旨収録』420-423頁）。

また、「大学授業ネットワーク」のシステム構築時には村上正行先生（京都外国語大学マルチメディア教育研究センター講師）、

杉原真晃氏（京都大学大学院教育学研究科修士課程）に、「大学授業ネットワーク・座談会」の展開時には山田剛史氏（神戸大学

大学院総合人間科学研究科博士後期課程）にたいへんお世話になった。厚く御礼申し上げます。
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【巻末資料１】
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【巻末資料２】
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